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─────────────── 2017年度 村岡花子講座　予定 ───────────────
今年度の予定は下記の通り。六本木校地本
部・大学院棟にて。参加申し込み等詳細は決定
次第、生涯学習センターより発表予定です。
①10/14（土）梶原由佳氏（モンゴメリ研究者・
トロント公共図書館勤務）
②10/28（土）同上
③11/18（土）深井智朗教授：生きる勇気─花子
とバージニア・リー・バートン
④12/ 2（土）島 創平教授：開学の歴史的背景
⑤12/ 9（土）笹島 茂教授：東洋英和の英語教
育─異文化間理解能力の育成
　　　　　　　　　　　　　　　　「花子とアン」終わる　　　（大学チャペル週報No.2014-17）
半年間続いたNHKの連続テレビ小説「花子
とアン」が今月で大団円を迎える。英和の卒業
生がモデルだというので、ともかくお付き合い
のつもりで見始めた。（中略）15分の間に起承
転結をつけ、盛り上げたところで突然何かが起
こってToBeContinuedとなる現代版の読み継
ぎ講談は、なるほど人を逸らさない。時代考証や
歴史背景で「そんなはずないじゃん！」というと
ころがないわけではないが、それでも筋書きの波
瀾万丈が多少の齟齬など些事と思わせてしまう。
このあたり、脚本家に人を得たというべきだろう。
実在の人物の生きた軌跡を大枠にしていると
あって、前半では荒唐無稽な色恋沙汰が続いた
ものの、それらは必ずしも本筋ではあるまい。
むしろ、時代に屹立した女性の自我を、そして
その生き方を、現代のわれわれに引き比べて突
き付けている部分が色濃く滲み出た後半の展開
こそ興趣に富む。とりわけ、戦争の足音が聞こ
え始めた時期から、時代の大波にヒロインたち
それぞれがどのように立ち向かったかが丹念に
描き分けられていたのには感心した。体制から
睨まれながら反戦活動に身を投じる夫君を、文
学的反逆心そのままに昂然として支え続ける白
蓮と、彼女から「卑怯」と詰られてもギリギリ
まで「ラジオのおばさん」としての自己の職分
を全うしようとし、受忍限度を越えたところで
静かに身を引く花子と。
ドラマではいずれも「非国民」としての誹り
を免れず、辛酸を嘗めることになる。しかし、
この二人の時代への抵抗の姿勢は明らかに異
なっていよう。
因みに、欧米の宣教師によって創設されたわ
が国のミッションスクールにとってこの時代は
受難の日々であり、英和もその例に漏れない。
東洋「永」和と改名を余儀なくさせられた事実
が、その苦渋を物語っている。それは、どこか
花子の抵抗と重なって見える。
学長　池田　明史
